ヤマハンノキ芽枯病 by 西門, 義一 et al.
ヤマハンノキ芽枯病場
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緒 雷
岡山県和気郡日生町鹿久居島国林仁砂防の目的で栽植したヤマハツノキ，ヒメヤジャブジ，ネム
ノキの内ヤマハツノキの2""'3年生幼樹が多数枯死した. それで昭和31年8月下旬岡山営林署
から標本を持参し， その原因仁ついて調査研究を依頼された. そとで筆者らはその資料を調査する
と共仁現地を視察したところ， 被害が予想以上仁激甚で，植付けた幼樹は約半数枯死していた.
その原因を研究し，本病が今まで仁発表されていない新種病原菌の寄生仁よる病害であることを認め
たので，この菌仁 Guignardiaalnigenaの新名を用ひることにした.それで本病につき，営林署
現地担当官からの資料と筆者の研究で判明した発生状況と病原菌の性状をこと仁報告する.
この報告に当って資料を送り調査の便宜を与えられた岡山営林署逸見署長および同署八回，古
川両技官並仁関係各位仁謝意を表する.
発病状況
岡山営林署都内鹿久居島園有林第10林班ロ小班の昭和30年植付の地区とその前年仁植付け
た同第103林班イ小直の地区のヤマハシノキ仁著しい被害があった ・両地区共，植傷みまたは皐害
で枯れたと，思われるものもあったがそれは全植付教の10~15 %を越えていないようであるが，全体の40
""'50%，時にはそれ以上が枯死しており，そのほとんどのもの仁病斑が認められた.その内約半数は
地上部全体が完全lこ枯死していた.しかるlこ地際部1""'2寸より下，またはそれ仁近。部分 (根と
それに近い幹〉は完全に生きて居仇時仁はわずかに新芽を出してひるものもあった.また地上部
(幹〉は全部枯れていても根の生きているものが多数認められた.これ仁よっても上記の被害は単なる
皐害または台風の害仁よるものではないと思われた.
発病環漬および発病時期
昭和31年の夏は皐天がながく続き， 8月下旬に大雨と台風があったので，そのための害ではないか
と一応考えられるが，岡山営林署古川技官および担当署員の観察調査によれば，それ以前梅雨あ
け頃から発病の兆があり， その前年にも発生し1ととのことである.皐害の場合ならば根部まで枯死す
るはずで，また風害仁よるものならば同じ場所仁植付けられているヒメヤジャブジ，ネムノキなども多少被
害を受けるのが当然である. それ仁もかかわらずこれらはほとんど被害を受けていないでヤマハツノキの
みに判然とした被害があり病斑が認められた.また病原と思われる菌を分離し， 接種をした結果で
は〈供試個体数が少なかったのでデー ター としては不十分であるが)，無傷のままで脇芽の部分仁接
して発病を認めた.これらの観察および調査の結果を見ても，この芽枯病が単なる皐害や風害仁よっ
て発生したものとは考えられない. しかし本病が昭和31年に特仁多発したのは，やはりこれら皐害並
場本病については，昭和32年4月5日日本植物病理学会の総会において発表した.
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仁風害が誘因となり，発病を促進したものと考えられる.
なお発病時期lこついては筆者の本病研究に手をつけたのがすで仁8月下旬であったので確かなこと
は云えないが， 岡山営林署の観察調査仁よると， 梅雨期またはそれ以前仁初期発病があるようで
ある. 後述のように本病原菌は Guignardia仁属するが，この属の菌は葉lこ寄生する種類が多い
から本病も最初の発病部位が葉仁あるのではなやかと云うことも一応考えられるが， これ仁ついてはま
だ十分な調査が出来ていないので今後の調査結果を見て報告する.
寄 主
筆者が調査を行なった鹿久居島ではヤマハγメキ (AJnustinctoria Sarg. var. glabra Call) 
は激しし1被害を受けていたが，同場所仁隣接じて植付けてあったネムノキ (AlbizziaJulibrissin 
Durazz.)およびヒメヤジャブジ (Alnusmultinervia Call (A'. firma Sieb. et Zucc. var. 
multinervia Regel.))などは被害を受けていなかった.
病 状
梅雨あけ頃から発病の兆があったが，著しくなったのは8月中，下旬以後であった.多くのものは
最初細い校または葉柄の基部，葉跡部〈脇芽の部分〉から発病し，径 2~4mm の病斑を表わす
(Plate 1-<:).この病斑は脇芽の郎分または小枝の分岐部を中心仁して紡錘形で赤味を帯びた褐
色または暗褐色である (Plate1-.c).ついでこの病斑は上下，特仁上方仁際限なく拡大する.病
斑が枝の分岐部の周囲全面に拡がると， 校は病斑部より上が枯れてしまう (Platel-c， b).しか
もこの病斑は小枝からその分岐部を通じて親枝仁移行拡大し， 次々 仁主幹仁および， やがては全個
体を枯死させる.小枝より侵入した場合も最初小さし1紡錘形の病斑を脇芽の部分仁つくる.この病
斑は拡大し漸次下方ヘ向って枯れ下り， やがて幹仁および，校の分岐点を中心仁して紡錘形とな
る.いずれの場合も主幹仁拡大した場合，地際部で病勢が急仁弱まっている.
病勢の進展ととも仁最初の発病部は次第仁退色し，淡褐色または淡灰褐色となる.やがてその退
色した病斑部仁は一面仁細かし1こぶ状仁隆起した小粒点を密生し，その表皮が破れると内から微小
黒点が表われる (Plate1一丸d).これは柄子酸で，後仁は子のう叡となるものである.この小黒点
はやがて全病斑部に散生または密生する.また枯死した枝の業は，賞褐色または褐色仁変じ，しばら
くは枝仁付いているが， やがて落葉する.病勢はかなり急速で，樹高 1m以下の主幹仁も上下敷ケ
所仁同時仁独立の病斑を形成されるのをはっきりと認めることがある.これらの病斑は上下仁進展し，
10数日後には融合して各病斑の区別がつかなくなる.くPlate1-a) 
病 原 薗
病斑部一面仁密生または散生しているこぶ状の小粒点できる小泉粒点は柄子殺である. 柄子舷
ははじめ表皮下仁生じ，単生または数個群生する.その成熟と共に表皮を破り微小黒点として露出
する.柄子殻は球状，扇球状または卵球状で， 高さ 175~319μ，平均 252μ，直径 250-375ん
平均322μである.口孔部は鳴状lこ短かく突出しているものが多く頂端にー 孔を有する. 孔口は径
9.5....19.5μ， 柄子殻壁は数層の多角形細胞からなり， 外層部は暗褐色の細胞からなり， 内部
仁行，くに従や淡色となる. 層の厚さは 12.5~25.0μ である (Fig 3， Plate 2-a， b)担子柄は
-207-
無色線状ないし棒状で隔膜は認められず先端部は細まる. 柄子殻内仁は柄胞子を多量に形成す
る.柄胞子は無色単胞で，表面は平滑， 楕円形または紡錘形で基部が先端よりもわずか仁細(，
両端鈍頭. 内部li粒状， 長きは 18.75-31.25μ，平均23.25μ，巾は5.40-8.75μ，平均
7.ω(Fig. 4)， 水中では容易に発芽し， 一端または両端から発芽管を出す.発芽仁際しては中
央部にー 隔膜を生ずることがある (Fig.5).
子のう殻は9-10月頃から柄子殻の柄胞子が散出した後lこその内部仁出来ることが多やが，その
附近とは別の処に形成されることもある.これは球形または扇球形で頂端に乳頭状の突出した孔口部
があり，その先端に一個の孔口を有す. 多湿の状態ではその孔口部が著しく突出して Cheratosto-
me//a属を思わせるような鳴状部を生ずることがある. 子のう殻の球部は高さ207.5-408.7μ，平
均353.5ん直径250-385μ，平均342.8μ，孔口部の長さは普通50-135μ位，特に延長した
場合はまれに10∞-20∞μに達することがあった. 柄子殻から変じたものの殻壁は外部に3-5層
の多角形暗褐色の細胞層があり， 内側には更に3-4層の淡色の細胞層がある. 厚さは27.5μ
-30.7μ. 別仁新しく形成された子のう殻の殻壁は外部時褐色で内部に行くに従って淡色となる
5-6層の細胞からなる.厚き 14.6-27.5μ(Fig.6.Plate 2ーの.子のうは無色提棒状で，長
さ70-95μ，平均85μ.巾15-20μ，平均16.9μ である.子のうの膜は頂端部が著しく肥厚し，
その厚さは7-10μである.その内側にはわずか仁孔口部の如き窪みがある.子のう内には普通2列
に8個の子のう胞子を生ずる (Fig.7 .Plate 2-d)子のう胞子は楕円形または紡錘形無色単胞で
あるが，古きものにはしばしば2胞のものも認められる. 長さ15.，30μ，平均23μ，巾8.5-10μ，
平均9.3μである〈日g.8).側糸は認めることが出来ない.子のう胞子は水中で容易lこ発芽し，
端または両端から発芽管を出す. 発芽した子のう胞子または発芽前でも成熟しきった胞子仁は， と
きどき1個の隔膜が出来る.発芽管の太きは5.4-8.8μで柄胞子とほとんE同大である.
本病菌の分類学的考寮
本病菌の子のう殻および柄子殻は群生または単生で子座がなく，その孔口部は多少鳴状で普通
はさほど長くない.子のうは先端部の皮膜から肥厚し，孔口部らしくわずかに入れ切ったような容み
があり， 内に8個の胞子を2列仁生じ，子のう胞子は無色単胞.側糸を欠く. 分生胞子として
は，Ma(:ro，ρhoma型の柄胞子を有す. これらの点から見ると本病は Guignardia属仁入るべ
きである.この属の菌は Physalospora属菌とよく似たところがあり，この両者の区別は単仁子のう
殻内仁側糸 (Paraphyses)の存在すると否とによるのである. けれども側糸の存否が判然しない
場合もかなり仁多く， ために両属名の混乱することも少なくない. 例えばフドウの房枯病菌である
Physalospora baccae Cavaraの如きは Jaczewskii(19∞〉はこれを Guignardia属に入れ
てG.reniformisとした.その後Lindau(1908) Steuens (1913)らは Guignardiabaccae 
の名を使用してやる.
本病菌の場合は， その側糸の存在が確認できないので筆者はこれを Guignardia仁入れるが
Guignardio属菌の内で本病菌仁形態的仁一致する種類が見当らない.それで本菌を未発衰の菌
左してGuignordiaalnigeno n. sp.の名で報告する.また柄予般時代についてはMacroPhoma
alnigena n. sp.の名をあてる.その記相は次の様である.
GuignardUl al，.l.lJena Nisikado et Watanabe n. sp. Pycnidiis ramulibus， sparcis 
vel gregariis， primo innatis， dein ostiolo obtu田 erumpentibus，glo加sisvel depresso・
glo加包is，250-375μdiam.， 175-319μalt. ; poro pertusis 9..5ー19.5μdiam.; 
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sporophoris hyalinis linearibus; sporulis hyalinis ellipsoideis vel fusiformibus， 
utrinque rotundatis， postice subcuneatis， 18.8-31 x 5 .4-8.8μ; peritheciis 
sparcis vel aggregatis， globoso圃depressis，250-385μdiam.， 207-408μalt.; 
ostiolatis papi1atis 50ー 135μrarissimo10∞-2∞0μalt.; ascis c1avatis， apice 
rotundatis， canalatis，国sebreviter stipitatis 70-95 x 15ー 20μoctosporis，apara-
physatis; ascosporidiis hyalinis， el1ip田ideisvel fu叩ideis15-30x8.5-10μ. 
Hab. in rarnulis vivis Alnui tinctoriae var. glabrae ia ins. Kakui-jirna， Prov. 
Bizen (Septernber， Decernber 1956， Y. Nisikado ). 
The conidial stage being Macrophoma al'1liJllma Nisikado et Watanabe n. sp. 
生理学的性質
1 発育温度
使用恒温襟の温度は10，15， 20， 25， 30， 32および340CのAグルーブと 10，15，20， 24， 
27. 30， 33および360CのBグルーブの2種であった.その結果は第1表，第2表および Fig.1，
2仁示した.
その結果から見て，最高発育温度の限界は360C附近仁あるようで， 最低発育温度の限界は
第 1表 菌糸の発育と培養温度の関係
(分生胞子より分離したもの)
--~戸川 ‘ 1ー6、 :10 25 担 g( 
(nun) 
70時間後 6.8 14.1 33.2 51.5 76.6 61.1 13.0 
第 2表 菌糸の発曹と培養混度の関係
(子のう胞子より分離したもの)
¥--!*(OCy 
、. E泊 、
.叫 ._l5... 20- 茸4 !1 33 36 
Wl ~(mn1) 
28時間後 土 9 14 16.5 20.0 14.9 4.5 
72時間後 5 20.5 27.5 50.5 62.5 72.8 56.0 12.5 
100C以下のようである. 最適温度は300C附近仁あった. 以上の結果から本菌は高温を好むもの
で， 8月仁被害の最も多いということに一致している. しかし発育可能温度ほ非常仁広いようである.
2 柄子般形成と培養温度および光線の関係
i)実険方法 的大豆茎培地の場合生の大豆茎を10crn位に切って試験管内に入れ1200
Cの湿温で30分間殺菌したもの仁それぞれ一定量の菌糸を植付けた. 移植の終ったものは各温度
の恒温標仁入れ， 8日後仁調査した〈結果は第3表). 一方270Cで2日間培養し， 後処定の
各温度内仁置いて8日後lこ調査した.
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Flg.1 病原菌の発育と温度との関係
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Fig.2 病原菌の発育と温度との関係
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第 3表 柄子殻形成と培養温度の関係
(大豆茎に接種後各温度に保った場合)
. ， 
1。 11 卸 25 釦 32 34 
* * + + . lI¥f * * t + * it + 
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b)培養温度の変動と光線の関係による柄子穀形成 パレイシ=煎汁寒天培地に移植し24.
27.30および330Cの恒温器中にそれぞれ4日間保ち，後仁取り出して150Cの恒温器中で4日間
培養し調査した.残りのものを今一度 24-33~Cの各温度の恒温器中にもEし 4 日間培養後取り
出して150Cで4日間培養し，重ねて調査した.なお低温培養の場合は150Cの恒温器でなく室
温仁保った区を設けた.対象とした光線は日中ガラスを通して恒温器中仁入る間接光のみである.
光線をさけるため仁は遮光紙で試験管を包んだ.
第 4表 柄子殻形成と培養温度の関係
(大豆茎に接種後270Cに保ち2目後に各処定温度内に入れた場合〉
."':--....橿.(.~Cl ，
io 15 2O 25 30 32 34 
内子組形成 『、ι司、‘ー
4 日 後 '1- -ト 1It 1It 
8 日 後 -ト t 1It 1I十 1It 
成熟度(8日後) t t 1It -1+ 
第 5表 培養温度の変化と光の関係による柄子般の形成
-1+ -1+ 
1It 1It 
.ト
光 所 暗
高温 (OC) 24 27 30 33 
低温 σC) 15 15 15 15 
24 27 30 33 
15 15 15 15 
30 33 
室温室温
?
?
?
?
?
』
? ?
?
?
?
。 。
?
? ?
-ト十 + + 
土1It 1It 1It 1It -ト
ーー.._宇4晶一
1 )培養温度差は4日毎に変化させた.
2)実験中の室温li平均8.80Cであった.
3)明所の場合夜間は人光照切である.
u)実厳結果 柄子殻の形成〈第4表)は，培養基に大豆茎を使用した時は非常仁容易で，
250Cから320Cの聞が最も良かった. パレイシ s煎汁寒天斜面培地仁移植した場合， 普通仁培
養したのでは柄子殻の形成はほとんどなかった. ところがこれを高温と低温を交互仁変動して培養す
る場合には極〈普通lこ柄子殻を形成せしめることが出来た. 第5表に表わしてやるように300C
および330Cに4日間培養し，後150Cに4日間培養する場合li.容易仁柄子殻を形成したが，
240Cあるいは270Cで培養した場合は殆んど形成しなかった. 低温の場合を150Cの恒温著書の代
りに室温〈平均温度8.80C)仁置いた場合はほとんど形成しなかった. また光線の関係， すなわち
明所または暗所に培養した場合の柄子殻形成の関係を実験したが， 明所〈窓ガラスおよび恒温器
のガラスを通して入る自然間接光のみ).暗所両区の間仁ほとんど差異を認めることが出来なかった.
ただ明所の方が柄子殻形成仁要する時聞が短かいようであった.
光線の種類仁よっては柄子般形成lこ大きな関係を持っているかも知れないが，上記の実験〈第5
表〉の範囲ではガラスを通して入る光線のみで，暗所とさして大きし1差はないようである. 本実験で
菌糸発育中の温度の変動は柄子叡形成に大きな影響をもってやることが認められる.
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本病菌に対する各種競剤の効力
法
使用薬剤および濃度は第6表仁示す通りである.A)阻止帯の調査，ペトリ皿仁培養基を流入
固化せしめそのー端仁菌糸片を移植して240Cの恒温捺に入れ， 1日後にあらかじめ処定濃度の
薬剤を吸牧または付着させた長方形の滞紙を反対の一端に置いた. その後は240Cの恒温器中仁
保ち， 3日後lこ阻止帯の大きさを調査した. B)菌糸の生死2.%庶糖液を吸l吹させた直径
5mmの溜紙円盤lこ菌糸を発育させた後，処定の薬液に置し〈粉卵lの場合は少量の水を加えて，
やわらかい糊状にして使用)， 30分後に殺菌水にて数回洗練して後パレイシ，寒天培地上に置や
て2日後の菌糸の発育状態を調査した.C)薬剤を培養基lこ混和.これは殺菌ペトリ皿仁寒天培
地を流入する時，薬剤が処定の濃度仁なるよう仁投入境枠し固化せしめて中心仁一定量の菌糸を
移植し240Cで3日後の薗叢直径を測定した. D)新梢lこよる実験，桜の若い校をlOcm程仁切
り少量の水と共に試験管仁入れて殺菌し， 1片の菌糸を移植して2日:後仁試験管から取り出し，
処定濃度の薬剤を散布し，各薬剤区ごと仁大きし、試養管仁入れた. その後は240Cに4日間保っ
て菌糸の伸長状態を調査した.以上 A，B，CおよびDの結果は第6表に示す.
方験実1 
Guignardia alnigena画面に対する薬剤の効力第 6表
新梢によ
る実験
薬剤を培養
茎に混和画面糸の生死阻止帯度濃名剤薬
* 
+ 
* 
土
?
??????
?
???
土
20.5 
32.3 
19.1 
25.3 
21.8 
20.9 
34.5 
37.7 
32.9 
19.8 
39.9 
土
土
+ 
土
25.1mm 
21.3 
25.3 
18.9 
15.3 
20.7 
5.7 
3.2 
9.4 
15.2 
0 
末
0.5度
源末
石灰にて5倍
20∞倍
2α)() 
5∞ 
2α)() 
5∞ 
源
γ 
メ Jレグロ γ
三共ボルドウ(銅水銀剤〉
リオゲンt水和剤、
硫酸銅
セレサン石灰
ヂ γ グメート粉剤l
石灰硫黄合弗l
ノッグメート粉 ~J
亜塩化鍋
標準
備考
ロ. 4、Jレ
，，~ . ~ 
土
* 
1 )菌糸の生死， はー死滅……h以下*は完全仁生存
2)新檎による実験， 土はほとんど菌糸が伸長せず・・・H ・H・以下lIf!-は最高の伸長を表わす.
果
.以上の結果を総合して見ると三共ボルドウ〈銅水銀剤〉が最も良〈次いでルベ口シのようであった
が， この両者の聞にはほとんど差がない，一般仁氷銀剤は直接直面を殺す力(防除効果〉は強いよう
であるが予防効果の点から見ると銅剤の方が優っているように考へられる.ヂγクメー ト，ノックメー
卜および石灰硫黄合剤等はほとんど効果がないと云える.以上の結果から，野外実験を行なわないで
いきなり室内実験の結果を持って散布薬剤を決定することは不合理をともなうと思うが， やはり室
内実験で強い効果を示した銅水銀剤，および水銀剤を中心lごした薬剤防除を考えるべきであると
思う.
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結験実2 
摘 要
この報告は昭和31年の夏，岡山県和気郡日生町鹿久居島国有林のヤマハシノキの幼樹仁発生
した病害仁ついての調査研究の概要である.
1)植林した， ヒメヤジャブジ， ヤマハツノキ， ネムノキの内ヤマハγノキのみが半数近く枯死し
ていた.
2)被害の最も激しし1のは8月〈盛夏〉であった.
3)発病部位は小枝の分岐部または葉阪で，最初赤褐色または暗褐色の紡錘形の病斑を作り
次第仁拡大して全個体を枯死せしめ，表皮下仁柄子殻，後仁は干のう殻を生ずる.後表皮を破り
露出する.
4)病原菌は柄子殻と子のう殻の両世代を有し，両者共大体球形で，短い鳴状の孔口部があ
り，柄子殻は MacroPhoma型で，子のう殻は内部仁多数の子のうおよび子のう胞子を形成し，
仮1]綜はない.
5)本菌の柄子殻時代は MacroPhomaa/nigena n. sp.，子のう殻時代は Guignardia
a/nigena n. sp.とする.
6)発育温度の最高は360C附近， 最適温度は300C附近， 最低温度は 100C附近であ
る.
7)柄子殻は大豆茎培養基上で25-340Cの聞でよく形成する.
8)パレイショ寒天培地上でも培養温度を高温 (270-330C)ど低温(l50C)仁変動する
と柄子殻をよく形成する. 光線〈スリガラスを透して入る自然光〉の影響はほとんど認められなかっ
た.
9)防除および予防の効果が強い薬剤は，銅水銀剤および水銀剤であった.
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Plate 1 
b)小枝より侵入して幹に移動した病斑
a)矢印の部が最初の発病位置である.
c)小枝より侵入した幹の病斑の初期 d)小枝の病斑古と病斑部l士退色している.
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